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第 4章縄文時代

第4章縄 文時 代

縄文時代の概要

縄文時代の遺物は土器77点、石器197点、機51点の総計325点が出土した。また、遺構は土抗が2基

検出された。

休場層 (YL)よりも上層は古墳の周溝の影響や現代の茶畑による撹乱などの影響を大きく受けて

おり、出土層位や分布が安定しなかった。そのため、遺物の様相、遺物が検出された層位、接合関係

などを考慮して、当該期の判断をおこなった。

第 1節遺構

縄文時代の遺構として、調査区南東の標高106m程の位置で 2基の土坑を検出した(第164図)。土

坑の検出面はいずれも休場層直下黒色帯 (BBO)上面であるが、掘り込みが非常に浅いことや土層観

察の所見などから、土坑はさらに上層の位置から掘り込まれていた可能性が高い。加えて、覆土とし

て堆積する土層の状況などから判断して、土坑は縄文時代に属するものとした。士坑の構築時期や存

続期間などの詳細は不明である。

1号土坑(第164図)

M-14グリッド南部の検出面標高約106mの位量で確認された。平面形は楕円形を呈し、長辺約 1m、

短辺約O.6mを測る。覆土は4層からなり、検出面からの深さは約O.25mを測る。

'遺構に伴う遺物の出土は認められなかった。

2号土坑(第164図)

L-14グリッド北部の検出面標高約105.5mの位置で確認された。平面形は楕円形を呈し、長辺約2

m、短辺約O.8mを測る。覆土は 5層からなり、検出面からの深さは約O.20mを測る。

遺構に伴う遺物の出土は認められなかった。

P 

。

N 

10 11 15 16 17 

。 20m 
第163図縄文時代遺物分布・遺構配置図
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務宗教

1 黒褐色土 (7.5YR3/2)
品1醐の黄色スコリア・赤褐色スコリア、ゆ2冊の
黒色スコリアをわずかに含む。

2 暗褐色土 (10YR3/3)
骨1-2r聞の赤褐色スコリア、ゆ2mmの黒色スコリアを
1層より書く含み、ゆ1-3胴の黄色スコリアをわずかに含む。
黄色土の混入で黄色味を帯びている。

3 暗褐色土 (7.5YR3/4)
ゆ2-3酬の赤色スコリア、ゆ11酬の黄色スコリアをわずかに吉み、
<1>1-8聞の黒色スコリアを多く宮む。

4 暗褐色土 (10YR3/4)
品1附nの赤褐色スコリ 7・黄色スコリアをわずかに含む。
<1>5酬の黒色スコリア、<l>20mmのBB1のフロッウをまばらに含む。

105.90m_l_、------ _K 

/BBr/ / /ン/7フアアア/////
ソ//////////////ノ/

。
m
 

1 黒褐色土 (10YR2/3)
ゆ1胴の赤褐色スコリア・黄色スコリアをわずかに吉み、
<1>5酬の黒色スコ ')7を若干含む。

2 黒褐色土 (7.5YR3/2)
<1>3酬の赤褐色スコリア、<1>5聞の黒色スコリアをわずかに
含み、黄色土を宮む。

3 黒褐色士 (10YR2/2)
<l>1-3mmの赤色スコリアー黄色スコリアをわずかに吉み、
<1>2-10醐の黒色スコリアを書く含む。黄色土の理入が見られる。

4 黒褐色土 (10YR3/2)
ゆ1-2r酬の赤褐色スコリアをわずかに吉み、ゆlmmの黄色スコリアが
全体にみられる。<l>3-10mmの黒色スコリアを含む。

5 黒色土 (7.5YR2/1) 
<1> lmmの赤褐色スコリ7・黄色スコリアをわずかに含む。
BB 1のブロックを書く吉む。

第164図縄文時代土坑

第 2節遺物

1 .土器(第165図 1""'-'50) 

縄文時代早期から前期にあたる土器片の出土が多数認められたものの、いずれも遺構には伴わず、

表採品などがほとんどである。

1 '"'"'13は早期前半の押型文系土器である。 1'"'"'10は米粒状の文様が施されたものである。破片の部

位から、少なくとも口縁端部から胴部にかけてまで施文されていることが分かる。文様の細かい形や

間隔が個体ごとに若干異なっている。 11'"'"'13は山形文が施されたものである。 11・13は縦位に、 12は

横位に施文される。

14'"'"'19は早期後半の野島式土器である。 14'"'"'16は口縁部が残存しており、端部には刻目が施される。

14は沈線が密接施文されたもので、縦位区画文が単沈線によって施され、間隙は集合沈線で充填され

ている。 15は横位区画文が単沈線によって施される。 16は横位区画文が単沈線で、意匠区画文が平行

沈線によって施される。 17'"'"'19も単沈線あるいは平行沈線による区画と集合沈線によって施文される。

20と21は小破片のため断定はできないが、複数の沈線が平行に施されることから、 15'"'"'20と同様に

野島式土器であると思われる。

22は野島式土器に後続する早期後半の茅山上層式土器である。斜縄文が施される。

23・24は詳細な型式は不明であるが、早期後半あるいは末頃の条痕文系土器と考えられるものであ

る。内外国に員殻条痕とススの付着が認められ、 24は胎土に繊維の混入がみられた。

2-
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25"~~31 は詳細な型式は不明である

多種の縄文が施さ

さまるものである。 43

49 . 50は型式不明の縄文二仁器で、ある。
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2. 石器
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さは不明だが、 8cmは超えると推測できる。

長さはある ら縄文時代草創期の資料であることが推測さ

している。

( 2 )有舌尖fl:~器(第 •• ~ 66回し 2

2点出土した。 2は器体の表裏全面に剥離を施している。

状に加工している。基部は左右から剥離を施して、舌部

右の総辺は直線に近い。先端部と基部が折損している

によって、縁辺を鋸歯

に細身で、左

lOcmを超える

きる。形状は基部

に向りて直線にのびている。舌部の縁辺は内湾しており、細身

となっている。先端部は折損している。石材は7ドルンフェパノスを使用してしユる。 2点とも尖頭
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第168図縄文時代棋形石器・石核

れている。 4は小型で平坦な形状をしており、石蟻未製品の可能性も考えられる。しかし、表裏両面

に磯面を残していること、平面形状に石織の特徴が見られないことから模形石器と判断した。 1は下

半部に潰れをもった剥離痕が確認できる。また、上半部は折損している。石材は黒曜石(箱根畑宿群

1点、神津島恩馳島群 1点、諏訪星ヶ台群3点) 5点、硬質細粒凝灰岩 1点を使用している。

(7)石核(第168図1) 

4点出土して、 1点を図示した。黒曜石製の打面転移を繰り返したサイコロ状の石核である。小型

の縦長剥片を多く剥離しているが、一部には幅広な剥片も見られる。正面にある最後の剥離面は、他

と比べて大きく、また寸詰まりとなって段差ができてしまっていることから、打面再生か作業面再生

を行おうとしたが、失敗してしまったため廃棄した可能性が考えられる。石材は黒曜石(夢科冷山群

l点)、ホルンフェルス 3点を用いている。

- 8 
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(8 )打製石斧(第169図1"'-"5、第170図6"'-"8) 

。
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2 12968 
Sh 

4 477 
FSS 

5cm 

9点出土して、 8点を図示した。全体的に加工が少なく、未製品の可能性を想起させる資料が多い。

また、 5点に磯面が残されている。 7は槍先状をしており、先端部を尖らせている。器体中央まで加

工が施されており、出土した石斧の中でも最も精織に製作している印象を受ける。その他の6点は短

冊形をしており、長方形に近い平面形状をしている。器体の縁辺にのみ加工を施しており、素材剥片

の面が残っている例が多い。また、 2は平坦な磯を素材としている。 3、4、6、8は折損している。

5は未製品である。石材はホルンフェルス 1点、頁岩3点、細粒砂岩 5点を使用している。

(9 )打製石斧関連資料(第170図1"'-" 3 ) 

4点出土して、 3点図示した。いずれも打製石斧を製作した際の剥片と推定され、磯面を残してい

る。石材は細粒砂岩2点、中粒砂岩2点を用いている。

- 9 
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171図縄文時代

1'1-

I 13/1品5
sa 

属高支石。石血 1

第 4章縄文時代

:2 13，538 
An CPy) 

I 11710 
FSS 

o 5cm 
卜一寸ーーァ一一「ー「ー斗



(1糠器(第i71s)1)

l点出土し

ており

13641 

!¥n CPy) 

第i72図 縄文時代石血 2

ることが推定される。その両面に粗く大き

ような印象を る。

1 :3568 
A日C?y)

同函而画面両証mal

り返し行っ

器の Y 
/ 
乙今S 石材から醗器と判断した。 している。

(1)石j現

4点出土した。

3は折損品のため全体の大きさ

( 12) 171函)

1点出土し

出来る。執劫な敵打は行われず、

ている。

3、 ヰ)

に凹んでおり、表面には粒子が潰れている

ある。

した

の使用

'"< U 

し

12 

し、 大
」1を除いて弘

細粒砂岩 J ある。

スb る。扇平な礁の

したこと推定さ

斗~、ア

モ:::0。1、

(柴田亮平)



$4章縄文時代
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4号室

図版番号置紋番号 緊程 忌イ立 ゲ1)ツに 石村
厚さ
(cn) 

ご乞d斗
T子て口

-166--¥ 842 尖頭器 ;-8 [¥111 G!¥n 9.60 6.91 1.3.ι C.tJ7 -935.80.677 25267.6'15 iOO.2i ~ 

5.30 4.58 I .2(~ 0.53 -93556.278 25812.235 i 02.14.2 "156-1 -12879 有舌宗主M.f(~ 谷市、撹乱 015 卜101

187-2 13406 

! 66-2 68~r! 有舌尖頚器 F3 U3 G，i¥n 7.t~O 8.131 1."-0 臼45 -~\:;580.192 :25287A-'12 106.737 

"167-1 21 守主高 KLJ Ob -'SWH口 1.40 2.5': i .713 1]λ3 

;自7-3 1118-3 

187-4 I 3299 

; 67-5 1'1229 

167-6 G87 

i67-7 6905 

!67-8 11749 

1G7-:j 1-j8G3 

167-10 307 

167-1'1 1117~ 

167-12 1119，' 

鉱
獄
繊
同
閉
山
川
崎
鉱

石

石

一

包

右

右

右

表採

予言士主 Ob :{Z08 (1丘o ♂J 1.33 0.33 

F8 f'.k[i..[. Ob SW日D G.8口 2.53 -1.4.8 -92578'.Gt:l3 25η9::i_37"! IOG.7L1日

Ob S¥!VHD 0.50 1.7日 1.20 0.28 

F3 U3 G/'¥Ii 

FB I.J 4- Ob f~.ZOB -1.(¥0 i. 8:~ i .40 0.46 -9358日0.<i-6 ~5 ，'2S1 .1.7JÎ 日l1 _668

FB M11 むbκZ08 0.60 2.00 1.1.7 0.38 -93572.033 252(:)4.30日 07.39-，

37 0.:31 -83537.39つ 252，S1.'i46 日5.361

台数

'5t:戚 谷部↓克舌L 0'[6 GAn 

石@;~ t全部撹苦l， 015 SSh(SI) 

表採 ;_'I2. :-10γ 

0.40 i .36 

叫 00 1.72 2.00 日38 -93559.414 :;.5314.979 I 02.330 

G.HO む ~W -93551.930 25Z:05A25 唱04.150

右滋 干全部?宣告し N15 Ob I<Z08 0.70 1.40 1.67 0.48 -93568.220 2!5305.182 105.7号2

石鎚 lくリ 01!5 Ob KZ08 1.00 2.05 1.58 0.36 -9:3553.67日 25306.771 ~04A1 El 

1.90 2.62 i .82 日48 ~9:~581.3Î 5 2.5271，5:7.4. 106.843 

167-13 13224 石徴 。b :<Z08 1.19 ::.03 

167-1 22G 右匙 j;U N11 SSh(Gy) 10.20 2.89 3A5 1.21 -98568.536 25266.096 107.350 S-14'j 

167-1 917 石匙 f8 i，J11 SSh(Gy) i L60 2日自 主09 i.2.1 -93567.632 25263.623 107.681 S-1!， 1 

167-2 -11654. 石匙 谷部才覚否L ()16 Ch(CG) 6.4U 3.0G ぷ 55 0.57 -93559.9 i 5 25314. I 81 102.6<13 
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1り7-3

163-1 

11195 スクレイ

~3463 模形石器

313 :l語形右器

13495 模長石器

168-2 

163-3 

168-4 473 棋形石器

168-1 38 石絞

169-1 13616 打製石斧

KU l11 ;~I i'T 

谷幸lj完舌l， N16 O~ TSTY LOO 1.16 之1) 080 -93565.511 2531'1.555 I03.sa4. 8-001 

白日o 1.63 2.97 1.85 -93586.670 ZG26C.830 日6.353

KU t'J12 Ob HN汁J イ3.30 4.98 8.30 1.0G -93562..569 2527日94.6 'j 08.4i:A 

I-<U L10 Ob SWHD 1.30 2.16 1.30 1.0Ll -03580.390 25258.370 106J165 

KU KG9 Ob KZ08 1.30 1.58 寸c! 0.68 -935日1.'123 2524ワLi63 ~05.487 

169-4 

169-2 12968 よT製石斧 BBO L15 Sh 

I-(U Ob TSTY 27.20 3.6.0 3.11 2.32 

号2.GO 7.51 .:1..35 1.65 ヨ3584.2~.O 25303.160 105.435 

169-3 291 キT製石斧 217斗 FSS 

[(U [¥108 FSS 192.'[ 0 12.82 5.94 2.0づ 93560.8DO 25234.560 口1.8G5

-37.80 5.73 5.:W 1.06 

169-5 11365 打製石斧 FB [vlî~ Sh 

" 70-6 ~ 3544 n製右斧 表採 FSS 

KU L09 FSS 

170-7 13615 

17日-8 11 '96 

170-'j 4467 

.~ 70-z 12386 

17G-3 

477 打製石斧

!くU MOD FSS 

iくU 015 Sh tT製石斧

打製石斧

(号11片)

キT製石斧

f剥片)

YL K09 MSS 

、百肘j克舌L ~J16 FSS 

3日目
千n話石斧

(剥片)

)i~k器削 L1 i BEI 680.9o 13.90 !:H1C 5.0-; -83537."170 25268.080 心5.406

i 53.20 '10.80 6.<W 1.80 -93.G6.0.820 25309.629 1 OLI.1~5 

KU 1iJlSS 

17'-1 13466 

171-1 11710 

13669 石盤

'5illl 

散布 谷音ft電苦L トJ15 FSS 

171-1 

13言38

172-3 13641 

172-4 135.G8 

石lT1l

FIill 

陪褐色 む口:; FSS 

YL 014 An(Py) 

KυR09  AばPy)

γしの11 ，-'¥n(Py) 

283 スクレイバ トくり

28'l スタレイパー lくU

59.50 8.20 4.75 'l.Oi ~935g8.ß75 25242.8'!3 104.745 

107.-30 5.30 6.98 2.32 -9357i.9S0 25293.620 106.886 

ij.10 3.70 5.':0 ~.63 

1'i1.10 12.00 4.10 2.10 日3570.710 25234s.50 [0-1.79.5 

31.30 4.45 7.01.'，日 70 ~83ó53.21 0 25308.05'1 104.07'1 

54.IW 6.32 4.50 1.32 -93580.702 ま45.713 105.250 

72.1つ7.15 6.40 1. I 4. -93.560.231 25~ 13.52'1 102:1， Slll 

08.50 ~n3 6.!10 1.17 -93525.694 25267.926 口8.564

i 39JJ.80 i 9.30 8.1G 8.90 -93559.800 25233.7ιo 1O~..19i 

891日J 17.30 7.30 5.60 -9355之4-4.0 15292.700 ! 07.327 

606.30 -10.20 8.5D ~..30 -92.532.170 252L!.5.38C 口 J .<Î 7 ，~

5G9.G臼 10.78 3.50 4.70 -93558.350 25之67.4'10 IQS.i3D 

。b Hl'~I-iJ i .20 古 22 1.88 日53

Ob SWHD 4.80 斗 73 2.13 0.63 

333 スウレイノ¥- I{U M10 Ob S¥.¥'HO 2.00 2.88 2.20 0.55 -93577.5[:.0 25250.691 、口6.22'[

13614 

す 1181

i 3545 

236 

273 

説 E甘i'，'、'-::.'-V，o.
』大11"'i_1

t型形右器

161 石核

右核

石被

手T裂:石斧

Kリ LC8 Ob SV'J引D 0.5日 1.7i! 0.81 -9358~).697 25244.59ê~ 105.02，5 

I<U I¥J'¥1 寸むT

KIJ M'IO ]-101' 

KU rvl11 Ob SWHC 1.70 1，2[: 0.62 -93574.7'! 3 25267 ，2 6~. 107.274 

rlI1..40 4.09 3.4"1 2.9J -93567.515 25162.378 司7.767

;';68.30 5.1日 8，02 6.87 -93576.824 25251.307 -10日337

[くし1

i([J 

:¥-108 H:}( 

016 トlor

376 

打製石斧

(""1片)
表j菜 i'SS 

F8 [¥J08 An(Py) 136~1 台石

4ト4抗 5.9日 3.50 2.9日 93571.560 252J1.840 iDO.929 

27.70 5.22 11.68 0.93 -93.555.747 253i8.104 102.223 

70.00 マ80 5.10 2.00 

116.40 9.10 4.40 2ヨD ~9356 '1.841 25235.820 101.369 

-14 -



第 5章古墳時代以降

:措
二主士二
日正

一一-w' 古墳時 lユ
L配1 -r賢 十再:

可
/ω

る

2=:3 日

ム る に属す

.つ

区の北側から

あるものの、

いく

に、ついマ: と!/

l;~。その とし して取り扱っている。

1 古墳

船津し一第一j4号壌(第l

I-8グリッドの南側、丘陵尾根上

周溝と墳丘の一部が検出さ

るn

i司溝。墳丘とも、

一
J3 に伴う

さはゑ甘 1mを7m、検出面から
、_i_ '"" 

ιり"~。

j荘、津L

船津古墳群[，--21

175図〉
ーザ「

C いる。 リッドの北側、南端をNH2グリッ

ドの中央付近、西端がN-llグリッドの西側に位置し、円弧状に溝が巡る。周溝は完全には

あり、平田形はC字状を呈すc 標高約l07_5~-109mにかけての丘陵状に

位置し、径約23mを測る。周溝のI掘は北側で約 2m、南側で約O.5rnを測り、検出面からの深さ

O.2~O_7mを測る。東端の溝内では盛土や埋葬施設などの痕跡は確認できず、墳丘自体は大幅な削平を

けたものと考えられる。

出土は認められ以幻、つ

2. ;帯状遺構

、二十F

Cコ 〉〆

ている。 3mを測る 2 rnと幅 る。検出酉から

を視iJる。

遺構に伴う b 
ム

つ/こ。

ら、北側に位置する 2

い。;薄の内相リに

1_ 
ιー でつながり、 あっ

られなかった。

2 [f..，_ 
i l" 

M-9グリッド北東 合。

口玉
J
h
孔

あり、

幅は長辺で約71n、

は土師器の杯 2点と零 l

うというより

b、

面からの深さ z 
"Q-) 。るc

も らの出土で

0
 

3
 

J
 

T
i
j
 

る 1
、

れノ 周溝であっ

- 'l5-



た可能性が高い。溝の内側には、盛土や埋葬施設などの痕跡は認められなかった。

3号溝状遺構(第177図)

P-13グリッド北側の検出面標高約109mの位置からM-16グリッド北西の検出面標高約104mの位置に

かけて、南東にのびている。総長約40mを測り、直線的にのびる。溝の幅は 2m前後でほぼ一定である。

検出面からの深さはおよそ0.4.......0.8mを測る。

遺物の出土が認められず、遺構の時期や性格を特定することはできないが、現地では、大正期に農業

用排水路として使用されていた可能性が指摘された。

P 

。

N 

間

L 

K 

J 

9 10 11 12 13 14 15 16 17 

。 20m 

第173図古墳時代以降遺構配置函
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船津L-第14号墳

1 }!主色土 (7. 5YR2/1) 

2 黒色土

3 黒邑z

4 黒褐色土

5 黒色土

7 九リ 7 
黒色土

B 黒褐色土

9 黒褐色土

111こ FS~ ぃ

13話褐色工

o 2m 
協'"""""""函匝盃歪亙m;J

s' 

i4 Gi'褐色土
リア 褐色スコ ;Jア、細かい砂、小石を吉む。

15 s吉褐色士
φ1~2mmの槌色スコリアがた部に事〈

16褐色土
φ 3~5m市わ大淵スコリアが F昔日に書く

i7時帰色土
リア 1~2111mの桂色スコ 'J ア、小右を含むD

18黒褐邑士
ψ3~~ 711lJ1I由X洲ノ‘コリア、細砕い砂を

19黒色土

20碕褐色土
1)アがr部l土多〈昆られる。細かい砂を"5く宮む。

黒沼色エ
')ア、仰がい砂を含む。

22陪褐色士
りア 諸色スコリア、組かい砂、小百を含む。

23時褐色士

目黒色土

25黒色土
リア、 l油かい砂を吉む。

2'G時褐色土

')ア、細かい砂、 φ3n胴由小石を古む。

リア田堆*~1J~で下部には強化分を吉む。

古j責時iモ

-']7 

第 5責古墳時代以降

A' 

1&;，00画一面函瓦副

')ア・黄邑7、コリア 小石を全体に含む。

りア 黄色スコリア、 φ3""'5n司自 '1'，石、渇か1，¥砂を書く

1)7 褐色スコ 'Jア、，1¥右を含む。

リア 伺l主ヌコ 1)7、小右を1古む。

リア E 褐色:ヌコ 'Jア、小石を芭む。黒色土と暗褐色主

リア褐色スコりア、小石を含む。茶褐色ブロ 1込ヒ

リアブロックをvρ'"幸〈含む。 間色スコ 'Jア、小石を

寸ア E 褐色スコリア、小右を吉む。暴色土とl泊褐色土

リア 褐色スコリア空事く吉む。小石をまばらに吉む。

リア褐色スコリア 小右を古む。

船津し一第1



船津L-第217号墳

109.2冊企ー A' 

14 

一戸13 1083m B B' 

~ 
107.7m C C' 

務房孝三
。 5m 

~-13 

。
mm 

-

1 褐色土 (7.5YR4/3) 
ゆ1-2mmの白色粒子をやや吉む。品2mmの粘土小ブロッウをわずかに吉む。

2 明黒色土 (10YR3/1) 
φ3-8酬の大油lスコリアを書く吉む。 φ3醐の樟色スコリア、細かい砂を吉む。

3 黒色土 (5Y2/1) 
ゆ1-2mmの櫨色スコリア、 ft'}]胴の粘土小ブロッウ、ゆ1剛以下の白色ガラス質の粒干を宮む。

4 tリー7.黒土 (5Y2/2) 
ゆ1mmの樺色スコリア、 ft2胴の粘土小ブロッヲ、小石を吉む。

5 黒褐色土 (10Y2/3) 
φ1-2聞の櫨色スコリア、砂、 ft3mmの粘土小ブ口ツヴ、ゆ2冊のIJ、石を含む。

6 黒褐色土 (10YR3/4) 
ftl-3mmの樺色スコリア、 ft3冊の粘土小ブロッウを含む。 4謄より細かい砂の量が
書くなる。

7 暗褐色土 (10YR3/3) 
骨1mmの授色スコリア、砂粒をわずかに含む。 ft2酬の粘土小ブロッヲを含む。

B 精褐色土 (10YR3/4l 
φ1酬の褐色スコリア、 ft'}]胴の粘土小ブロッウをやや書〈含む。

9 黒褐色土 (10YR2/2l 
φ1胴の樟色スコリア、粘土小ブロック・砂を書く含む。粘土小ブロックは下部に
なるほど増える。

10踏褐色土 (10YR3/4l 
骨1-2mmの横色スコリア、ゆ2酬の粘土小ブロッウを多く含む。

ゆ1-2闘の鐙色スコリア、ゆ1-2mmの小石・細かい砂が全体に見られる。
12黒褐色土 (10YR3/3l 

ft1-白mの樟色スコリア、 ft2-3酬の粘土小ブロッウ、細かい砂を書く含む。
13暗褐色土 (10YR3/4l 

ゆ1-2酬の桂色スコリアをわずかに含む。細かい砂を書く吉む。
14黒褐色土 (10YR2/2l 

ftl-2酬の褐色スコリアを多〈吉む。
15暗黄褐色土 (10YR4/3l

ftl-2剛の櫨色スコリア、縮かい粘土小7ロッウを含む。粘土小ブロックは下部に
なるほど増える。

16暗褐色土 (10YR3/3l 
ftl-2胴の糧色スコリア、細かい粘土小ブロッウを吉む。粘土小フロックは下部に
なるほど増える。

17暗褐色土 (10YR3/4l 
ftl-2剛の鐙色スコリア・砂、 ft1剛の白色ガラス質粒子をわずかに吉む。

18暗褐色土 (10YR3/3l 
ゆ1-2剛の糧色スコリ7・砂、ゆ5酬の粘土小ブロッヲを含む。

11黒褐色土
(10YR2/2l 

第175図古墳時代以降船津L一第217号墳
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K-9より

iOS.6111 A戸一一一ー一

一一一←一一一ーマプヲフヌー¥一一
異存ヨヒミ二二三手五レア宗一二
万がり夕方サタタタタ

耕作土
(lOYf:Z/1) 

o 2m 
両面両両面副

"'1 

1---3rn:l!の1堂色スコりア 白色スコ '1アを含む。
3灰黒色土

リ7';2多く台、む。

リア、細かい砂粒 右を含む。
3 黒色土

リア、細かい白色スコ 'Jアを吉む。
4 黒色主

5 黒色止

リア、細かい砂を芭む。
6 灰J黒色士

7 明灰黒色之
'Jア、め3問n(TJ/j、右をや拍含む。

B 黒褐色土

jアをg;<冨cコ。
目黒褐色士

リアを吉む。
iO ，{'リープ黒色主

区函~孟伝五孟.iI.'!lI:JII;~四戸

11 ~間最褐色土 (I 

12 n昔;[I)-J.褐色土

13 ii!色ヱ

B 

l-ll 

第 5章古墳時代以降

o 5111 
匝孟両副両面剖

リ7 小石を含む。，大洲:スコ"ァτ毘)

リア、小石を含む。

φ2mn凶〉小石、細かい砂を古む。
14 謀格色土 (5YR2/1 ) 

Ijア、 φ呂町Iの小石をまばらに含む。
15 賞福邑土

リア 砂粒をわずかに古む。
16 荷iW!色土

古む。糧色スコリアのブ口、ノヲがまr;fSに毘られる。
17 ~-1}-7。黒色土

φ1-3附 0')権担スコリア、細かし1砂粒を含む。
1>3-7i11mの鐙色スコリアを事〈宕む。(大淵スコソアーこ層)

1 
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77図 F、
正

2長官

出土しているものの、 し
くー ある。ま 伴うと

考えられる

1 土師器

ほとんどが小破片で表面の磨滅も著しい。胎土の粗いき量の胴部片と

1は完形:こ近(パ:郎である。底部内面の中心から放射線状に走る

みに施され、体部内面にまでは及んでいない。体部外部は入念なヘラ

ら、 7世紀から 8世紀を中心に疏i菌する

つ

ーヨマ
仁三 ある きる o 2の坪の底部外面に りの痕



第 5章古墳時代以降

跡が認められる。胎土は粗く患部の器壁は分厚い。 3.4は坪の底部片である。 4の底部外面には回転

糸切りの痕跡が認められる。 5は嚢の口縁部片である。部分的に頚部が残存しており、斜め方向のハケ

調整がおこなわれているのをわずかに確認することができる。 6. 7・8は棄の底部片であり、いずれ

も底部外面に木葉痕が認められる。 6. 7は内外面ともにハケ調整の痕跡が確認される。

2. 須恵器(第179図9~12) 

図化が困難な小破片が多く出土している。主に律令期の坪や奮の嗣部片などが多くみられる。

9は坪の口縁部から体部にかけての破片である。底部から口縁部にかけての立ち上がりが急な、いわ

ゆる箱坪と呼ばれる形態のもので、 9世紀初頭~前葉に比定される。 10・11は高台を伴う有台坪の底部

片である。 10は底部に高台を貼り付けて成形している。 11は底部を削り出すことによって高台を成形し

ており、底部外面には回転糸切りの痕跡を確認することができる。 10・11とも、高台の形態から 7世紀

末から 8世紀前葉に比定できよう。 12は壷の肩部片である。部分的なものであるため断定はできないが、

長頚壷の肩部から胴部上半にかけての破片の可能性が高い。頚部の張りが強く明確な稜をなし、 8世紀

前葉~中葉のものと考えられる。

3. 陶器(第179図 13~17)

13は碗の底部片で、底部外面には高台が貼り付けられる。高台部付近を除く内外面に施軸される。 14

は皿の一部で、日縁部から体部まで部分的に残存している。体部から口縁部にかけて緩やかに立ち上が

る。 15・16は器種が判然としないが、皿の底部片の可能性が高い。 15の底部外面には回転糸切痕が残る。

また、底部端には弧状に軸の付着が認められ、重ね焼きによって生産されたものであることがわかる。

17は近世の播鉢の口縁部片である。部分的な資料であるため、内面の櫛目は認められない。口縁端部は

内外面に張り出し、明瞭な稜線が認められる。

出土資料はいずれも部分的なものに限られるため、詳細な時期を比定することは困難である。

7 
/ 

/ 

宍三Lグ」ドサ

2 

5 

第178図古墳時代以降出土遺物 1

21 -

(杉山和徳)

二こグ
4 

¥一」ζ ごク

8 

7 。 10cm 



、ヒェゴ と守 10 ¥一一J 一一:=¥/

f 
12 

¥γ- 斗

平ヰィ;~→
一

J
14 、~ニl::::::::コメJ

16 

てコ-Vてコ 。 10cm 

第179図古墳時代以降出土遺物2

第15表古墳時代以降遺物観察表

図版
層位・遺構 穣類 器種 残存部位

口径 底径 器晶
焼成 色 調 胎 土

番号 (cm) (cm) (cm) 

11 
2号溝状遺構 土師器 杯 ほぼ完形 10.9 6.8 3.4 良 明赤褐色 密で長石・白色・黒色粒子を含む

12 

2 13 2号溝状遺構 土師器 杯、 ロ縁部~底部片 (10.8) (6.0) 3.9 良 にぶい赤褐色 密で長右・石英・角関石・黒色粒子を含む

3 226 
2号溝状遺構

土師器 到ミ 底部片 (7.0) (1.3) 良
内面はにぶい赤褐色

密で長石・石英・白色・黒色粒子を含む
ベルト東側 外面は明赤褐色

4 218 
2号溝状遺構

土師器 杯 底部片 (1.8) 良
内商は灰黄褐色

密で長石・石英・角閃石 E 輝石・黒色粒子を含む
ベルト西側 外面はにぶい黄櫨色

228 
5 229 2号溝状遺構 土師器 棄 ロ縁部~体部片 (23.0) (4.7) 良 権色 密で長右・黒色粒子を含む

230 

6 219 KU上面 土師器 斐 底部片 (6.8) (2.5) 良 にぶい赤褐色 密で長石 石英・角閃石・黒色粒子を含む

7 220 
2号溝状遺構

土師器 護 底部片 (6.7) (2.9) 良
内面はにぶい櫨色

密で長石・石英・白色・黒色粒子を含む
ベルト東側 外面はにぶい赤褐色

8 217 KU上面 土師器 聾 底部片 (7.0) (1.6) 良
内面はにぶい赤褐色

密で長石・石英 M 白色・黒色粒子を含む
外面は赤褐色

9 222 2号溝状遺構 須恵器 杯 臼縁部~体部片 (15.2) (6.1) 良 褐灰色 密で長石・黒色粒子を含む

10 169 表土 須恵器 亦 底部片 (9.5) (1.3) 良
内面はにぶい黄櫨色

密で長石・黒色粒子を含む
外面は灰黄褐色

11 221 
2号溝状遺構

須恵器 坪 底部片 (8.6) (0.8) 良 褐灰色 密で長石・黒色粒子を含む
ベルト東側

12 164 表土 須恵器 壷 肩部片 良 褐灰色 密で長石・石英・黒色粒子を含む

13 38 表土 絢器 碗 底部片 (5.6) (1.9) 良 浅黄色 密で白色・黒色粒子を含む

14 76 表土 陶器 血 口縁部~体部片 (11.0) (2.4) 良
紬は暗オリーブ色

密で白色・黒色粒子を含む
露始は灰白色

15 145 表土 陶器 凪? 底部片 (3.4) (0.8) 良
利は赤褐色

密で白色・黒色粒子を含む
露胎は淡黄色

16 136 表土 陶器 皿? 底部片 (6.8) (1.0) 良
勅は浅黄色

密で白色・黛色粒子を含む
露胎は灰白色

17 118 表土 陶器 擢鉢 口縁部片 良 暗赤褐色 密で白色・黒色粒子を含む

- 22-



第 6章調査の成果

第 6章調査の成果

第 1節 旧石器時代

1 .礁群

本遺跡では第E文化層を除く、すべての文化閣から磯群が検出されている(第16表)。第 I文化層か

らは石器ブロックと重複して、広範囲で礁が出土した。重量3000gを超える擦が4点、 1000gを超える

磯が4点検出されており、被熱も弱いため、磯群とは判断しにくい点もあるが、被熱した擦が集中して

いる遺構という点で磯群とした。第 I文化層の出土層位であるSCill'"'"'BBII前後では沼津市元野遺跡の

磯群でも構成擦に3000g以上の擦が含まれ、その周辺に100g以下の磯が散漫に分布するという様相を呈

している。愛鷹地域の当該期の特徴が指摘できる。

第E文化層から第百文化層にかけては140基の磯群が検出されている。第E文化層から検出された磯

群は遺跡の東側を中心に分布しており、第百文化層から検出された磯群は遺跡の西側を中心に分布して

いる。しかし、両文化層から検出された磯群は重複して分布している例も多く、また接合関係も層位を

超えて確認されており、非常に複雑になっている(第180図)。特にN-llグリッドやN-13'"'"'M-13グリッ

ドを中心とした部分は遺物の分布量が多く、検出状況のみから文化層を判断することが困難であった。

そのため、石器ブロックとの対比を行いながら文化層を区分している。また、分布が重複している磯群

はいずれも 2枚であるため、文化層が2枚存在すると判断している。

第E文化層は35基の磯群が検出されている。総重量が概ね5000g未満で収まる磯群が多く (31基)、

1000gをきる醗群は少ない (6基)0 10000gを超える磯群は 2基だけであるが、そのうち36号機群は総

重量40000gを、総点数500個を超える本遺跡最大の磯群である。また、本遺跡の特徴として磯群聞の接

合関係が頻繁に確認できるが、 36号磯群は大量にある接合関係のほとんどが、蝶群内で収まっている。

磯群の規模と、その特徴から他の磯群と区分できる可能性が推定される。平面分布は散在から集中に留

まり、ーカ所に密集するような形態は確認できなかった。

第百文化層は105基の磯群が検出されている。総重量が50g以下のものから10000gを超えるもの、構

成点数が 5点以下のものから140点を超えるものまでバリエーションに富んでいる。平面分布も散在~

密集までの形態が確認できる。総重量、構成点数、平面分布に差異が大きくあるため、複数の文化層の

磯群が混在している可能性も考えられる。また、 5基の磯群から蝶石器、磯器が検出されている。

2.石器ブロック聞遺物

第 I文化層はAT下位の第E黒色帯を中心に分布しており、特定のTool類を持たない一群である。出

土した剥片は黒曜石を中心とした小型の剥片とホルンフェルスを中心とした肉厚で大型の幅広な剥片で

ある。前者の小型の剥片の方には微細な剥離痕が確認され、{吏用、あるいは加工の痕跡が伺える。剥片

剥離は90度の打面転移を繰り返して行われており、サイコ口状の石核が確認されている。また、小型の

剥片を剥離した石核の素材として、肉厚で幅広な剥片を使用している場合もある。また、石材は基本的

に在地系のものを用いているが、 1母岩のみ流紋岩製の剥片を剥離した接合資料が確認されている。こ

の母岩は石材が唯一、在地のものではない。

第E文化層はナイフ形石器と肉厚のエンド・スクレイパーを主体とした石器群である。二側縁加工の

ナイフ形石器、切出形石器が確認されている。また、刃部が存在しないが、上ヶ屋型彫器の未製品が確

認されている。当該期に愛鷹山麓周辺の上ヶ屋型彫器の出土例はほとんど確認できず、落ち込みの可能

性も指摘できる。しかし、第E文化層からも上ヶ屋型彫器が確認されており、この時期からも上ヶ屋型

彫器の出土例は多くない。本遺跡では信州産の黒曜石が多く出土しており、関連性が推定される。また、

23 
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第 6章調査の成果

第16表楳群一覧 表

2号機群 1102.0 100.2 11 5 6 日 4 P-12 2.4 1.3 

3号礁群 265.3 44.2 6 5 1 4 0-11 0.4 0.4 

4号磯群 2819.4 134.3 21 9 12 9 4 5 2 N-11 2.2 3.0 

5号礁群 1714.6 68.6 25 23 2 19 1 4 N-11 3.0 2.5 

6号礁群 2220.3 67.3 33 28 5 25 4 2 1 N-11 4.6 3.0 

7号型車群 1372.9 137.3 10 自 2 4 3 2 N【 12 2.8 0.6 

8号礁群 2550.3 68.9 37 32 5 23 5 6 2 1 N-12 3.4 3.0 

9号機群 6141.5 180.6 34 9 25 11 7 4 5 2 2 3 M-12 2.1 1.7 

10号操群 861.2 86.1 10 6 4 7 2 M-12 2.4 1.1 

11号磯群 714.9 102.1 7 4 3 4 1 1 0-13.14 1.6 1.4 

12号機群 4561.3 52.4 87 67 20 59 14 11 2 N.0-13 4.1 3.1 

13号礁群 2197.5 129.3 17 13 4 日 3 1 3 N-13 3.0 2.5 

14号礁群 10050.0 145.7 69 46 22 1 43 8 宮 5 N-13 4.1 2.7 

15号礁群 7293.2 128.0 57 34 23 29 9 日 3 4 3 M.N-13 4.1 2.5 

16号礁群 4974.5 108.1 46 28 18 24 5 9 3 2 z 1 N-13 2.2 2.2 

17号礁群 3235.8 154.1 21 10 11 5 B 自 1 2 1 N-13.14 4.0 2.0 

18号礁群 2519.6 252.0 10 自 4 5 2 2 N-13 2.0 0.7 

19号礁群 3324.6 127.9 26 5 21 11 日 3 2 2 M.N-13.14 3.2 2.0 

20号礁群 1902.0 111.9 17 11 日 B 3 2 3 M-13 1.5 1.0 

21号礁群 4749.0 91.3 52 33 18 1 33 10 3 1 2 M.N-13 3.2 2.4 

22号機群 4435.8 147.9 30 1(鼓右) 24 5 14 7 3 3 1 1 M同 13 2.3 1.5 

23号機群 2241.3 53.4 42 33 9 30 4 日 1 M-13 3.6 2.6 

24号礁群 106.8 35.6 3 3 2 M-13 0.6 0.5 

25号機群 1020.7 113.4 自 8 3 3 2 M-13 2.6 1.7 

26号機群 3902.8 150.1 26 17 9 14 5 5 M，L-13 3.0 2.2 

27号機群 1158.7 57.9 20 12 B 11 7 2 M-14 1.5 1.3 

28号機群 2976.3 110.2 27 17 10 13 4 5 3 M-13，14 3.2 2.3 

29号機群 1958.4 178.0 11 7 4 3 2 3 2 1 M，L-14 2.5 1.8 

30号礁群 6802.0 212.6 32 21 11 10 3 12 2 2 2 M，L-12，13 3.2 1.1 

31号棟群 1368.1 76.0 18 13 5 9 3 5 M，L-12，13 2.3 1.3 

32号礁群 1548.9 110.6 14 13 6 1 3 4 し13 2.8 2.1 

33号礁群 1796.8 449.2 4 2 E 3 し13 0.8 0.4 

34号操群 512.5 64.0 8 3 5 5 2 L-13 2.0 0.7 

35号礁群 622.8 89.0 7 3 4 2 3 1 1 L-14，15 2.1 1.5 

36号機群 41933.5 76.5 548 480 65 3 399 64 39 24 9 3 7 2 L， K-14 9.0 8.2 

第N文化層

37号礁群 906.7 90.7 10 B 2 7 1 1 P-12 1.6 1.1 

38号礁群 490.3 81.7 日 4 2 2 z z 0-12 1.2 1.0 

39号機群 3060.6 82.7 37 26 11 19 B 5 2 3 P，0-12 3.1 2.1 

40号礁群 299.4 74.9 4 4 2 2 P-12 0.3 0.3 

41号機群 689.3 68.9 10 7 3 6 2 1 0-11 1.8 0.6 

42号機群 2146.7 107.3 20 18 2 9 3 5 1 2 P-12 1.3 1.0 

43号礁群 1512.8 189.1 自 8 4 1 1 1 N-11 0.7 0.7 

44号機群 1536.6 90.4 17 15 2 7 4 4 2 N-11 2.6 1.5 

45号機群 4109.9 83.9 49 39 10 27 13 5 2 1 0，N-11 2.3 2.2 

46号礁群 995.8 99.6 10 16 5 5 3 2 0-11 0.7 0.6 

47号磯群 5254.0 128.1 41 25 16 20 4 11 2 1 2 1 N-11 3.3 2.1 

48号礁群 1860.0 62.0 30 21 9 16 8 6 N-11 3.1 2.5 

49号機群 2898.1 43.9 66 1(敵石) 53 12 45 14 5 1 N-11 3.6 2.4 

50号機群 3630.4 125.2 29 24 5 19 4 4 N-11 2.6 2.0 

51号礁群 26228.5 184.7 142 98 45 71 26 19 8 3 6 5 2 2 0-11 3.4 3.1 

52号磯群 1883.2 117.7 16 7 9 9 2 3 0-11 1.4 1.3 

53号機群 502.5 55.8 9 6 3 5 2 2 0-11 1.2 1.0 

54号機群 1456.5 56.0 26 25 1 22 1 1 1 N-11 2.2 1.4 

55号礁群 10430.3 128.8 81 65 16 43 12 12 4 4 2 2 2 N-11 4.0 3.0 

56号機群 11615.8 101.9 114 89 25 68 20 15 4 2 2 2 1 N-11，12 4.6 4.1 

57号礁群 1697.0 89.3 19 13 6 10 4 3 N-12 1.6 1.0 

58号礁群 3278.3 131.1 25 18 7 9 3 6 5 1 N-11 2.3 2.1 

59号機群 2721.9 113.4 24 15 9 12 5 2 3 N-11，12 3.5 2.2 

60号礁群 49.9 12.5 4 4 4 M-11，12 0.6 0.5 

61号礁群 5748.9 104.5 55 44 11 29 8 10 6 M-11 4.8 4.7 

62号礁群 436.0 62.3 7 2 5 3 2 2 M-11，12 1.5 1.0 

63号磯群 8140.2 129.2 63 49 14 19 16 15 7 2 3 1 N司 10，11 3.9 3.5 

64号礁群 929.8 132.8 7 自 4 2 N-11 1.4 1.3 

65号機群 2872.6 359.0 B 2 6 4 1 M-11 1.3 0.7 

66号機群 2531.6 126.6 20 16 4 10 1 2 4 3 N-12 3.0 1.2 

67号機群 1566.8 104.5 15 10 5 B 2 2 1 2 N-12 2.5 2.1 

68号様群 495.6 49.6 10 7 3 5 4 0-12 1.6 1.3 
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平重(g:均量) (構成礁倍) 

石 材 重 量 見IJ

遺構 総(重g)量 礁石器
An(Py)1 Ba I FSS I MSS I Tu 1 50 100 200 300 400 500 1000 3000 グリット 長径(m)短径(m)

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

69号礁群 3050.0 117.3 26 23 3 13 2 5 3 2 0-12 2.6 2.2 

70号機群 1852.7 115.8 16 8 B 6 4 4 0-12 1.7 1.6 

71号礁群 3567.7 137.2 26 12 14 7 5 10 3 0-12 3.6 3.2 

72号機群 3309.6 122.6 27 15 12 11 5 6 2 0-12 2.1 1.6 

73号礁群 1115.3 185.9 B 5 1 3 M-10 2.5 0.9 

74号機群 1691.8 188.0 9 6 3 3 2 2 2 M，L-10 0.6 0.5 

75号機群 2259.3 205.4 11 10 4 3 3 L-10 2.0 1.9 

76号機群 6890.7 1722.7 4 4 2 L-10 1.1 0.6 

77号磯群 805.5 115.1 7 2 5 3 3 L-09 2.0 0.7 

78号機群 2066.7 206.7 10 8 2 B 2 M-10，11 1.8 1.4 

79号礁群 1539.8 385.0 4 1 3 1 1 M，L-11 1.5 1.0 

80号礁群 334.0 83.5 4 4 2 2 L同 10，11 1.1 0.6 

81号機群 1289.9 322.5 4 1(礁器) 4 1 1 L-11 0.8 0.6 

82号機群 971.5 51.3 19 18 12 5 L-10 2.5 2.4 

83号機群 440.6 44.1 10 8 2 6 4 し 10 1.4 1.2 

84号礁群 252.6 36.1 7 6 6 L-10，11 1.0 0.7 

85号礁群 202.3 33.7 6 6 5 M-11 0.5 0.4 

86号機群 1985.6 397.1 5 5 2 2 M-11 日7 0.2 

87号磯群 4871.6 256.4 19 B 11 B z 2 2 1 2 1 L-11 2.1 1.2 

88号機群 1079.4 119.9 9 9 4 2 1 L-11 1.3 1.2 

89号礁群 75.1 25.0 3 3 3 L-11 0.7 0.4 

90号機群 1192.1 91.7 13 10 3 6 5 1 M，L-12 4.1 1.5 

91号礁群 434.4 62.1 7 自 3 3 L-13 2.5 0.9 

92号礁群 1548.6 86.0 18 17 11 5 1 P-13 2.0 1.3 

93号礁群 9080.3 93.6 97 6(礁器接合) 88 9 54 15 13 7 5 1 2 P-13 5.6 4.2 

94号礁群 3402.4 109.8 31 28 3 14 日 8 1 1 P-13 1.7 1.4 

95号礁群 7645.3 136.5 56 40 16 30 13 E 3 1 2 P，0-13 5.2 4.2 

96号機群 994.2 35.5 28 22 6 21 5 2 0-13 1.5 1.5 

97号機群 353.1 44.1 8 7 5 2 0-13 1.8 1.1 

98号機群 2090.3 160.8 13 10 2 1 4 3 4 0-12，13 2.3 1.0 

99号礁群 3246.4 101.5 32 18 14 20 4 5 2 1 0-13 2.4 1.6 

100号機群 8200.6 134.4 61 1(蔽石) 37 24 36 14 6 2 E 0，N-13 4.2 4.0 

101号礁群 5897.9 453.7 13 10 3 8 3 0，N-13 2.0 1.3 

102号礁群 567.1 43.6 13 10 3 B 5 0，N-13 2.1 1.2 

103号機群 373.0 53.5 7 6 5 N-13 1.1 0.8 

104号機群 106.9 35.6 3 3 3 N叩 13 0.3 0.1 

105号機群 1020.5 68.0 15 13 2 9 2 3 N-13 1.5 1.1 

106号機群 1308.8 81.8 16 14 2 7 5 2 2 0-14 2.4 2.1 

107号機群 2099.3 350.0 6 3 3 1 1 1 N-13 1.3 0.6 

108号礁群 1563.0 62.5 25 24 15 5 4 1 N-14 1.6 1.0 

109号機群 2349.7 106.8 22 18 4 13 2 3 2 0，N-12 4.3 2.6 

110号礁群 3058.7 42.5 72 62 10 55 9 日 N-12 4.1 4.0 

111号礁群 1392.1 66.3 21 18 3 16 1 4 N】 12 2.2 2.0 

112号礁群 2000.7 54.1 37 24 13 25 7 3 2 N司 12 4.4 2.7 

113号機群 6273.4 232.4 27 3 24 14 3 2 2 3 P-13 2.5 2.3 

114号礁群 3295.8 143.3 23 5 18 16 3 2 1 M-12 2.5 2.1 

115号礁群 6124.0 142.4 43 7 36 21 5 9 4 1 1 1 M-12 1.9 1.7 

116号礁群 3737.8 142.8 27 20 7 13 4 4 3 3 N-12 2.3 2.1 

117号磯群 3326.4 237.6 14 5 9 3 2 4 3 M-12 2.4 2.1 

118号礁群 1523.2 84.6 18 14 4 B 5 4 M-12 2.4 1.4 

119号礁群 9371.6 121.7 77 57 19 1 39 17 12 5 1 M-12，13 3.5 2.8 

120号機群 565.4 62.8 9 9 4 4 1 M-13 1.1 0.8 

121号機群 1668.8 119.2 14 7 7 B 3 2 M白 13 2.5 2.2 

122号機群 14825.2 285.1 52 40 12 21 10 11 5 1 2 1 M-13 3.3 2.6 

123号礁群 2422.9 96.9 25 7 18 13 4 4 2 M-13 3.0 1.4 

124号機群 2987.7 124.5 24 10 14 11 5 3 2 1 L-13 2.2 2.0 

125号機群 1690.8 80.5 21 12 9 14 2 2 1 L-13 2.0 1.2 

126号機群 3453.2 313.9 11 自 3 4 2 2 3 L-13 3.0 1.7 

127号機群 1543.3 220.5 7 5 2 2 2 1 2 し12，13 2.0 1.4 

128号棟群 2906.8 207.6 14 10 4 4 1 4 2 2 L-13 0.7 0.6 

129号礁群 1288.0 117.1 11 7 4 5 3 1 L，K-13 2.7 1.7 

130号磯群 1714.8 95.3 18 5 13 10 4 2 2 N，M-14 3.3 1.8 

131号礁群 1567.0 65.3 24 18 自 13 5 5 M-14 3.9 3.3 

132号磯群 1145.6 114.6 10 8 2 6 2 M-14 0.9 0.6 

133号機群 10104.3 224.5 45 24 19 z 20 10 B 3 z M-14 2.9 1.6 

134号型車群 12442.8 113.1 110 65 43 57 28 9 6 4 2 1 2 M-13，14 2.5 2.4 

135号磯群 341.3 68.3 5 3 2 4 1 M-14 0.8 0.8 

136号礁群 232.1 15.5 15 自 6 14 1 M-14 2.4 2.2 

137号機群 335.0 27.9 12 10 1 10 2 M-14 2.7 1.4 

138号礁群 880.2 67.7 13 11 2 7 4 1 M，L-14，15 4.0 2.1 

139号機群 3535.6 441.9 B 7 3 2 1 M-15 0.9 0.5 

140号機群 565.5 113.1 5 4 2 L-15 1.5 1.5 

日型空i墜墾 2504.6 86.4 29 24 5 13 7 7 2 K-15 4.0 1.5 
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第18表 文化層別石器器種別比較表

第 I文化層 第E文化層
(NL-SCills3) (SC 1 -BB 1) 

ナイフ形石器 13 

角錐状石器

尖頭器

スクレイパー 2 11 

ドリル

グレイパー

模形石器 4 

石核 3 4 

細石核

細石刃

剥片類 95 242 

磁器

蔽石

磨石

原石

台石

言十 102 275 

《黒曜石推定産地別》

第 I文化層

(Ob総数 16点〕

第E文化層

(Ob総数 208点〕

第E文化層

(Ob総数 1586点〕

第N文化層

(Ob総数 3569点〕

《石器石材別》

第直文化層
(YL-BBO) 

78 

7 

3 

81 

3 

10 

69 

2628 

2 

2882 

第 6章 調査の成果

第W文化層
言十(YL) 

278 370 

7 14 

5 8 

113 207 

20 24 

74 88 

83 159 

2 2 

6 6 

4281 7246 

3 3 

7 10 

2 2 

4883 8142 

分析不可等

E222I AGKT麟欝 SWHD盟昌和田峠
DHNHJ m琴科仁コ分析不可等

認す102点〕修22i:::::::::iiiiiiii11jiiiii:::;:::::::::::::::::;::際議潔警富1

2 文f Z 5 点)~~示H渋1~r\ぷ詰弱辺泌出三ι渋三三ぷ三三三緬醐:副甜[目耐t陥::11掘細!j掘副| 

士官出よ蒜品Z巴B

第N文化層

〔石器総数 4883点〕

第181図 文化層別石器石材比較函
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第 2節縄文時代

1 .遺構

2基の土坑が検出された。既述の通り、土坑は検出面よりも上層の位置から掘り込まれていた可能性

が高い。そのことを考慮したとしても、深さ O.5m~=満たない浅い掘り込みであったと思われる。遺物

を伴わないため、帰属時期や性格は不明である。また、旧石器時代からは磯群が多数検出されているが、

集石は検出されなかった。

2.土器

早期から前期までの土器片が出土している。しかし、口縁部と胴部の小破片ばかりで、復元によって

全形を推し量れるような資料は認められない。出土位置も表採品が多く、遺構に伴う資料も存在しない。

早期の土器としては早期前半の押型文土器、前期の土器としては前期後半の諸磯式土器の出土が多くみ

られる。

押型文土器は山形文や米粒状の楕円文を施したものが出土している。これらの文様は、信州を中心に

静岡県東部地域で集中的にみられるものである。その一方で、野島式以降の資料に関しては、関東地方

一円とその周辺で斉一性の強い分布がみられることから、各段階によって地域間関係が変化しているこ

とが考えられる。

(杉山和徳)

3. 石器

草創期の特徴を持つ有舌尖頭器、尖頭器が出土している。しかし、出土数は少なく、同時期の土器は

確認できなかった。石嫉は全て無茎であり後期以前の資料であることが推定される。また、打製石斧、

スクレイパ一、模形石器、石匙、磯器、磨石、敵石、台石などの器種が確認できるが、時期を特定する

ことは出来なかった。

剥片石器に使用されている石材は黒曜石(箱根畑宿群、神津島恩馳島群、諏訪星ヶ台群)を主体とし

ている。神津島思馳島群の黒曜石は愛鷹・箱根山麓では旧石器時代の細石器文化期から確認されるよう

になるが、本遺跡では細石器がほとんど検出されていないため、その大半が縄文時代の資料であると推

定される。また、 Tool類にはホルンフェルスやガラス質黒色安山岩等も用いられている。

4. まとめ

以上の事項を考慮すると、本遺跡は草創期~前期にかけての時期に形成されたことが推定される。し

かし、全体的に遺物の絶対量が少なく、また包含層の多くが古墳の周溝や現代の茶畑の影響により撹乱

を受けていたため、表採や一括資料が大半であった。そのため、時期の特定は困難であり、断片的な資

料であった。周辺の遺跡を見ると、東に約 lkm離れた沼津市石川古墳群などが当該期の遺跡として確

認できる。

(柴田亮平)

第 3節古墳時代以降

1 .遺構

本遺跡西側を流れる春山川に沿った河岸段丘および、その両側丘陵上の標高20，..，_，.180mの範囲には、 6

，..，_，.7世紀代の古墳を中心とした船津古墳群が展開する。本遺跡の調査範囲は古墳群の分布の中心からは

やや東寄りに外れた地域であるものの、付近では数基の古墳の存在が知られている。

調査区西南端で検出された船津L-第14号墳は、 5世紀後半代に築造された円墳として周知されてき
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附編分析

矢川上C遺跡(第二東名NO.39-2地点)黒曜石産地分析

独立行政法人沼津工業高等専門学校望月 明彦
産地推定法

得られた蛍光X線スペクトル強度を元素記号で表すとする。

二つの方法とも以下の指標を用いる。

指標 Sum=Rb+Sr+Y+Zrとする。

Rb分率=Rb/Sum 
Sr分率=Sr/Sum 
Zr分率=Zr/Sum 
h危1*100/Fe
log(Fe/K) 

産地のシートに上げた黒曜石産地から、産地原石を採集し、測定する。

測定結果から上記の指標を算出する。

以上から、産地原石に関するデータベースを作成する。

下記の二つの方法で産地推定を行う。

① 判別図法(判別図のシート参照)

用いる指標:図 l 横軸:Rb分率、縦軸:Mn/Fe 
図2 横軸:Sr分率、縦軸:log(Fe/K) 

特 長:簡単な計算であり、誰にでも作成可能

視覚的に確認でき、分かりやすい。

推定方法:遺跡出土試料を蛍光X線分析し、指標を計算。

指標を図にプロットする。

重なった原石産地を推定結果とする。

② 判別分析(推定結果表参照)

用いる指標:算出された指標全て

各産地との類似度を距離で算出

特 長:既知の産地のどれに類似しているかを判別する方法である。

→ 未知の産地の判別はできない。

推定方法:判別図法では遺跡出土試料と重なっている産地を推定結果とする。

この産地は試料と 2次元的に最も距離が近い。

判別分析ではこの距離を数学的にn次元で計算する。

試料と最も距離(マハラノビス距離)が近い産地を推定結果とする。
この距離から、各産地に属する確率を計算する。
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